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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
�
全
国
に
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
�
感
染

の
拡
大
に
よ
り
�
経
済
や
医
療

な
ど
�
私
た
ち
の
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
面
で
大
き
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
�
飛
び
交
�
て
い
る
情

報
も
非
常
に
多
く
�
中
に
は
医

学
的
根
拠
の
な
い
も
の
も
み
ら

れ
ま
す
�
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
等

で
情
報
が
気
軽
に
検
索
・
拡
散

で
き
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
�
根

拠
に
基
づ
き
信
頼
で
き
る
情
報

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
�
今
回
は
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
�
厚
生
労
働

省
が
発
信
し
て
い
る
情
報
を
紹

介
し
ま
す
� 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
心
配
が
あ
る
場
合
は
�
最

寄
り
の
保
健
所
な
ど
に
設
置
さ

れ
る
�
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
�
�
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
�

う
�
相
談
・
受
診
の
目
安
条
件

は
こ
ち
ら
で
す
�

 

 

風
邪
の
症
状
や

度

分
以
上
の

発
熱
が

日
以
上
続
く
場
合
�
解

熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
を
含
む
� 

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
�
免

疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
な
ど
を
用
い
て

い
る
方
は
発
熱
が

日
程
度
続
く
場

合
が
目
安
� 

強
い
だ
る
さ
�
倦
怠
感
�
や
息
苦

し
さ
�
呼
吸
困
難
�
が
あ
る
場
合 

  

相
談
セ
ン
タ
�
は
す
べ
て
の
都

道
府
県
に
設
置
さ
れ
�

時
間

対
応
し
て
い
ま
す
�
受
診
の
際

は
�
同
セ
ン
タ
�
よ
り
勧
め
ら

れ
た
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
� 

 

 

以
下
の
8
つ
に
注
意
し
ま

し
�
う
�
本
人
は
も
ち
ろ
ん
�

ご
家
族
も
熱
を
測
る
等
の
健
康

観
察
を
し
�
不
要
不
急
の
外
出

を
避
け
�
症
状
が
あ
る
と
き
は

職
場
な
ど
に
は
い
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
�
う
� 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ

れ
る
昨
今
で
す
が
�
宮
城
県
で
も
感
染

者
78
名
�
4
月
16
日
現
在
�
と
な
り

国
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
も
発
令
さ

れ
�
い
よ
い
よ
ゾ
�
ン
に
入
�
て
き
ま

し
た
�
感
染
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
�

濃
厚
接
触
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
�
ま

ず
我
々
が
や
る
こ
と
は
自
身
の
免
疫
力

を
上
げ
る
こ
と
に
つ
き
ま
す
�
良
く
食

べ
て
�
良
く
寝
て
�
そ
し
て
�
運
動
も

大
切
で
す
� 

 

自
粛
ム
�
ド
で
家
に
こ
も
り
が
ち
で

す
が
�
窓
を
開
け
て
ま
ず
換
気
！
次
は

心
身
の
ス
ト
レ
�
チ
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
�
在
宅
勤
務
の
方
も
多
く
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
�
ず
�
と
座
り
�
ぱ

な
し
の
生
活
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の

危
険
も
あ
り
要
注
意
で
す
�
一
時
間
に

一
回
は
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
を
作
り
�
椅

子
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
�
う
�
家
で

の
生
活
が
長
く
な
る
分
�
ダ
ラ
ダ
ラ
�

グ
ダ
グ
ダ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
し
�

う
！ 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は 

ど
の
よ
う
に
し
て
感
染
す
る
？ 

現
時
点
で
は
�
飛
沫
感
染
�
感
染
者

の
く
し
�
み
や
咳
�
つ
ば
な
ど
と
一
緒

に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む

こ
と
で
感
染
す
る
�
と
接
触
感
染
�
咳

を
手
で
押
さ
え
る
等
に
よ
り
付
い
た
ウ

イ
ル
ス
が
�
手
や
物
を
介
し
て
未
感
染

者
の
粘
膜
に
付
き
�
感
染
す
る
�
の

つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
� 

感
染
者
が
見
つ
か
�
た
場
所
か

ら
の
荷
物
な
ど
で
も
感
染
す
る
？ 

現
在
�
ウ
イ
ル
ス
が
見
つ
か
�
た
場

所
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
物
品
に
よ
�
て

人
が
感
染
し
た
と
い
う
報
告
は
な
く
�

一
般
的
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
�
手
紙

や
荷
物
等
の
物
で
長
時
間
生
き
残
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
� 

食
品
を
介
し
て
感
染
す
る
？ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
�

度
以

上
�
及
び
ア
ル
コ
�
ル
�

％
以
上
�

に
弱
い
こ
と
が
分
か
�
て
い
ま
す
�
通

常
の
衛
生
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
れ
ば

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
�
た
だ

し
�
食
品
や
食
事
の
配
膳
等
を
行
う
場

合
は
�
不
特
定
多
数
の
人
と
接
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
接
触
感
染
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
� 

部
屋
を
分
け
る 

 

食
事
や
寝
る
時
も
別
室
に
。
分
け
ら
れ 

 

な
い
場
合
は
少
な
く
と
も

ｍ
以
上 

 

の
距
離
を
保
ち
、
寝
る
と
き
は
頭
の
位 

 

置
が
互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
。 

感
染
が
疑
わ
れ
る
家
族
の
お
世
話
は 

 

 

で
き
る
だ
け
限
ら
れ
た
方
で 

 

心
臓
、
肺
、
腎
臓
に
持
病
の
あ
る
方
、 

 

 

糖
尿
病
の
方
等
は
控
え
る
。 

マ
ス
ク
を
つ
け
る 

こ
ま
め
に
手
を
洗
う 

換
気
を
す
る 

手
で
触
れ
る
共
有
部
分
を
消
毒
す
る 

 

ド
ア
ノ
ブ
等
の
共
有
部
分
は
、
薄
め
た 

 

市
販
の
家
庭
用
塩
素
漂
白
剤
で
拭
き
、 

 

水
拭
き
す
る
。 

汚
れ
た
リ
ネ
ン
、
衣
類
を
洗
濯
す
る 

 
体
液
で
汚
れ
た
衣
服
等
は
手
袋
と
マ
ス 

 

ク
を
つ
け
、
洗
濯
し
完
全
に
乾
か
す
。 

ゴ
ミ
は
密
閉
し
て
捨
て
る 

新型コロナウイルス感染症は、罹患しても約

割は軽症で経過し治癒する例が多いことが

報告されていますが、高齢者や基礎疾患をお

持ちの方は重症化するリスクが高いことが報

告されています。 

ご自身と大切な人を守るため、今できること

を実践していきましょう！ 

外出をできるだけ控える 
やむを得ず外出する場合には、マスクを着用

しましょう。 

 

「三密」（密集、密室、密接）を避

ける 
集団感染は、「換気が悪く」「人が集まって

過ごすような空間」「不特定多数の人が接触

するおそれが高い場所」という共通点があり

ます。 

できるだけそのような場所に行くことは避

け、やむを得ない場合には、 

・マスクをする 

・換気を心がける 

・大声で話さない 

・相手と手が触れ合う距離での会話は避ける 

これらを心がけましょう。 

 

咳エチケット 
飛沫感染を防ぐため、咳やくしゃみをする際

はマスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の

内側などを使って、口や鼻を押さえましょ

う。 

 

手洗いをする 
接触感染を防ぐため、こまめに手洗いを行い

ましょう。 
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問１．どのような場合に法人は個別延長が認められますか。 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、法人がその期限までに申告・納付ができないやむを得ない理由がある場
合には、申請していただくことにより期限の個別延長が認められます。 

○ このやむを得ない理由については、例えば、法人の役員や従業員等が新型コロナウイルス感染症に感染したような
ケースだけでなく、次のような方々がいることにより通常の業務体制が維持できないことや、事業活動を縮小せざる
を得ないこと、取引先や関係会社においても感染症による影響が生じていることなどにより決算作業が間に合わず、
期限までに申告が困難なケースなども該当することになります。 

 ① 体調不良により外出を控えている方がいること 
 ② 平日の在宅勤務を要請している自治体にお住いの方がいること 
 ③ 感染拡大防止のため企業の勧奨により在宅勤務等をしている方がいること 
 ④ 感染拡大防止のため外出を控えている方がいること 
○ また、上記のような理由以外であっても、感染症の影響を受けて申告・納付期限までに申告・納付が困難な場合に
は、個別に申告・納付期限の延長が認められます。 

問２．個別延長の場合の申告・納付期限はいつになりますか。 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、期限内に申告・納付することが困難な法人については、申告・納付がで
きないやむを得ない理由がやんだ日から２か月以内の日を指定して申告・納付期限が延長されることになります。 

○ つきましては、法人の申告書等を作成・提出することが可能となった時点で申告を行ってください。 

問３．申請や届出など、申告以外の手続きも個別延長の対象となりますか。 

○ 法人税や消費税、源泉所得税に係る各種申請や届出など、申告以外の手続きについても、新型コロナウイルス感染
症の影響により、提出が困難な場合は、個別に期限延長の取扱いを行うこととしております。 

問４．個別延長する場合には、どのような手続きが必要となりますか。 

○ 別途、申請書等を提出していただく必要はなく、申告書の余白に「新型コロナウイルスによる申告・納付期限延長
申請」である旨を付記していただくこととしております※。 
このため、当初の申告期限以降に、申告書を提出する場合には、新型コロナウイルス感染症の影響による申告期限

及び納付期限を延長する旨を以下の方法で作成していただきますようお願いします。 
 ※ 源泉所得税においては、納付を行う際に所得税徴収高計算書の「摘要」欄に「新型コロナウイルスによる納付期

限延長申請」である旨を付記していただくこととしております。 
○ この場合、申告期限及び納付期限は原則として申告書等の提出日となります。 

法人の個別申請による申告等期限延長に関するＱ＆Ａ

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。 

国税に関する御相談・御質問は、気軽にお電話で！ 

音声案内で「１」を選択してください。「電話相談センター」につながります。 

仙台中税務署 ℡０２２－７８３－７８３１（代表）

※税務署での面接相談御希望の場合は、事前予約が必要です。 




